
 

                         (基準様式第２号) 

        支所発地域力向上支援金事業実施報告書（自己評価） 

令和 6 年 10 月 15 日 

事業実施地区 北長池区 

事業名 災害対策事業 

団体名及び 

代表者名 

（団体名） 北長池区 

（代表者名）区長 山崎 栄二 

（連絡先）  

 

■事業概要（選考委員会の助言を含む） 

地震・台風災害時に区民の安全・安心と衛生管理を図るため、常会の一

時避難所に貸し出すための非常用トイレセットと凝固剤 200 セットを

購入した。令和 6 年 10 月 14 日（月）秋の防災訓練時に区役員、常会

長、各団体責任者 30名を集め貸し出すための注意点や使用方法など説

明し、防災意識を高めるための意識づくりを行った。 

 

 

【事業完了日】 

令和 6 年 10 月 14 日 

【総事業費】 

67,000 円 

【補助金額】 

 67,000 円 

※活動状況や備品の表示がわかる写真・成果物等を別途添付 

 

■事業効果（目的の達成度・地域への貢献度等について） 

災害時の飲み水、食料と同じくらいトイレ問題についての関心度は大きなものがある。 

地区の防災倉庫にストックがあり、指定避難所への避難の前段階としての一時避難所に貸し出

しをしてもらえるのは安心できるとの声を特に女性の方々から多くいただいた。 

 

※参加人数等、数値化して効果を表せるものがあれば数値化したものも加えて記載をお願いします。 

 

■事業評価（該当欄に○） 

 予定を上回る 予定どおり 概ね予定どおり 予定を下回る 

事業の内容  〇   

事業の効果  〇   

特記事項 

（評価理由等） 

以前から非常トイレのストックを要望されており希望どおりの成果が出た。 

 

 

■今後の取組予定 

区としては今後も防災用品の充実を図るため、定期的に非常食の入替を行っていく。 

 

 

 

 

 





支所発地域力向上支援金　事業評価（朝陽支所）

事業名

団体名

5

( 基準様式第３ 号)

効果がなかった
あまり効果がな

かった
普通

3 4 5

大いに必要性
があった

評価項目　(選考基準の視点で評価) 事業区分 安全安心活動

令和6年10月15日

2 41 3

北長池

災害対策事業

必要性

将来性

1 2

3

必要性がなかった
あまり必要性がな

かった
普通 必要性があった

災害時においても、有効活用が図られるものと考える。

見込めない あまり見込めない

一定の効果が期待できる。

支所長の総合評価　(次年度以降の活動への助言等)

整備と同様に非常に重要なものであるため、本事業により、災害時のより充実した体制が

　通常時は、公民館敷地内の防災倉庫に保管しており、保管状況も良好なため、今後の

効　果

4 5

特に効果があっ
た

1 2

例年秋に実施している地区の防災訓練等において、住民に対し簡易トイレの説明をしたり、

実際に組み立てを行い、地域住民への周知を図っているため、今後の災害時においても

効果があった

整備されたものと考える。

　まだ実際の災害時における使用実績が無いため、「効果」についての判断は難しいが、

普通 見込める 大いに見込める

　災害時に備え、簡易トイレを購入したものである。災害時におけるトイレの整備は飲料の


